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     午後０時５５分 開会 

○委員長（郷内良治） 出席委員は定足数に達しておりますので、委員会条例

第14条の規定により委員会は成立いたしました。 

 ただいまから総務消防常任委員会を開催いたします。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の会議は、お手元に配付の委員会次第書のとおりであります。 

 この際、諸般の報告をいたします。 

 委員会条例第19条の規定により、副市長、総務部長及び担当課長等の出席を

求めておりますので、報告いたします。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

 それでは、付託議案の審査に入ります。 

 初めに、議案第13号 名取市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条

例を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。小野寺美穂委員。 

○委員（小野寺美穂） 本会議の審査のときに、経験を生かすといったような

ことだったのですが、実際に所属する部署等を決定する際に、本人の希望と

か、どのようなことを念頭に置いて采配しているのか、延長されるのか伺いま

す。 

○委員長（郷内良治） 答弁、職員係長。 

○総務課主幹兼職員係長（佐藤正博） 説明会のときに、役職定年された後と

か60歳以降の希望のほうを取らせていただいて、なるべく希望に沿った形で対

応したいとは思っておりますが、その辺は経験などを考慮しながら人事配置し

ていきたいと思います。 

○委員長（郷内良治） ほかにありませんか。熊谷克彦委員。 

○委員（熊谷克彦） 議案第13号資料その２の、４ページの（５）で、職員へ

の情報提供・意思確認制度の導入とありますが、この具体的な情報提供のため

の説明会の開催の有無と、意思確認をどのようにするのか、お知らせくださ

い。 

○委員長（郷内良治） 答弁、職員係長。 
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○総務課主幹兼職員係長（佐藤正博） 説明会については、条例をお認めいた

だいたのち３月23日に行う予定で調整をしているところです。希望等について

は、そのときに調書等を取らせていただきたいと考えているところです。 

○委員長（郷内良治） 熊谷克彦委員。 

○委員（熊谷克彦） この意思確認なのですけれども、60歳定年が段階的に65

歳までということになるのですけれども、いろいろ人生設計が変わる方もいら

っしゃるのかなと。あと、先の本会議の説明によると、再任用制度と定年前の

再任用と定年になった場合で１年間に200万円の違いが出てきます。そうする

と、この意思確認の際に御本人様がいろいろな人生設計、例えば1000万円違う

場合とそのままいった場合、たぶんこの制度を見ながらシミュレーションはす

るのですけれども、具体的に数字でもって、基本給はこうなりますよとか、ボ

ーナスはこうなりますよとか、また退職金はこうなりますよとか、御本人に沿

った額のお知らせ等をなさるのかどうか、その上で意思確認をなさるのかどう

か、お知らせください。 

○委員長（郷内良治） 答弁、職員係長。 

○総務課主幹兼職員係長（佐藤正博） 基本的に、今おっしゃったように現在

の状況で試算した個人ごとの給料月額で、７割措置に関する情報、また退職手

当の試算をした個人ごとの情報等を提供させていただきたいと考えているとこ

ろです。 

○委員長（郷内良治） ほかにありませんか。長南良彦委員。 

○委員（長南良彦） 議案書15ページ、資料その１では２ページで伺います。

第９条に第１項から第３項まであって、特例という扱いを定めております。異

動期間を延長して引き続き、管理監督職として勤務できる旨を規定するという

ことなのですけれども、これに該当するケースというのはどういった職種や資

格、経験なのか。それで、もし該当者がいた場合はどれくらいいらっしゃるも

のなのか、お伺いします。 

○委員長（郷内良治） 答弁、職員係長。 

○総務課主幹兼職員係長（佐藤正博） 第９条の特例については、特別なプロ

ジェクトだったり、その方でないとどうしても継続できないような業務だった

り、そういったことがあれば引き続き管理職として任用するということになっ
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ておりますけれども、本市としてはなかなか今のところそういう業務がないの

かなというところであまり考えていないところです。 

○委員長（郷内良治） 長南良彦委員。 

○委員（長南良彦） 今、これを整頓する中において該当はしないということ

でしょうけれども、今後そういったことが出てくる可能性もあるということ

で、盛り込んでおられると思います。いずれそういった方が出てきたときに、

やはり65歳の定年はいずれ迎えるようになると思いますので、やはりそういっ

た業務をきちんと引き継いでいけるような人材の育成とか、あるいは、よそか

ら採用するということも出てくるのかもしれませんが、そのような考え方とい

うのはどうのように今捉えておられるのですか。 

○委員長（郷内良治） 答弁、総務課長。 

○総務課長（綱川宏一） 今のところはまだ、そのようなプロジェクトという

のは想定していないわけですが、今後65歳の定年を迎えられて、その時点でど

うしても特別なプロジェクト等があって、その方でないと引き継げないという

場合にこの第９条が該当するということになります。65歳というよりも、その

ときに役職についている方とか、60歳までの現役の世代の育成については、こ

れまでも行ってきているところですが、そのノウハウの引継ぎとかそういうも

のについて現職に引き継いでいただくということで、こちらは本当に特別な場

合ということで規定しておりますけれども、今のところ想定していないです

し、今後もなかなか想定できるものがないというような形で、本当に特別な場

合のみということで捉えているところです。 

○委員長（郷内良治） ほかにありませんか。大友康信委員。 

〇委員（大友康信） 資料その２の３ページのところで、昭和36年度から昭和

42年度生まれまでの方について暫定再任用とか定年前再任用という形でありま

すが、退職金について、その後の（７）のピーク時特例という形になるのです

けれども、昭和36年度生まれの方と昭和42年度生まれの方で、退職金を受け取

るタイミングというのは、まずは60歳のときに一度退職金をもらって、それか

らその後の定年前再任用期間を終えたときに改めてまた退職金が出るのか、そ

の辺の中身について確認させてください。 

○委員長（郷内良治） 答弁、職員係長。 
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〇総務課主幹兼職員係長（佐藤正博） 基本的に、それぞれの定年年齢のとき

に退職金を支給される形になります。定年前に退職される方についてはそのと

きに支給されるのですけれども、基本的に、例えば定年が65歳になったときで

あれば、65歳のときに支給される形になり、再任用が終わったときには退職金

は支給されるものではありません。役職定年されたときに支給されるものでは

なく、あくまでその方の定年年齢に達したときにその方の一番高いときの給料

で計算されて支給される形になります。 

○委員長（郷内良治） 大友康信委員。 

〇委員（大友康信） ということは、資料その２の３ページの一番下、昭和42

年度生まれの方が65歳で退職されたときは、（７）にあるようにピーク時特例

の退職金で計算されて、退職のときに退職金をもらうという形で、例えば役職

がなくなって給料が下がったとしても、一番ピークのときの退職金で受け取れ

るということでよろしいでしょうか。 

○委員長（郷内良治） 答弁、職員係長。 

〇総務課主幹兼職員係長（佐藤正博） 委員お見込みのとおりです。 

○委員長（郷内良治） ほかにありませんか。菊地昌夫委員。 

〇委員（菊地昌夫） 議案書20ページの、付記の第３条のところで、25年以上

勤続して施行日前に退職した者という部分が、この資料その１の３ページにあ

る定年退職者等の再任用に関する経過措置ということで出ておりますけれど

も、この25年という年数の根拠は、何か基準になっているものがあるのかどう

かお伺いします。 

○委員長（郷内良治） 答弁、職員係長。 

〇総務課主幹兼職員係長（佐藤正博） こちらについては、国家公務員に準拠

した形で25年と設定させていただいているところです。 

○委員長（郷内良治） 菊地昌夫委員。 

〇委員（菊地昌夫） そうしますと、25年に当てはまらない方はこれに乗っか

らないということで、これから外れるという理解で良いですか。 

〇総務課主幹兼職員係長（佐藤正博） 委員お見込みのとおりです。 

○委員長（郷内良治） ほかにありませんか。佐藤正博委員。 

〇委員（佐藤正博） 退職金のことで確認させてください。通常、今60歳の方
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は３月31日で退職金が出ると思うのです。そして１年ずつ再契約していくとい

う形になって、一回退職金はそれで支払っているはずです。今回の制度で、私

は別のような解釈をしたのですが、60歳で１回退職金を支払われるのかなと思

ったのですが、それはそうではないのですか。 

○委員長（郷内良治） 答弁、職員係長。 

〇総務課主幹兼職員係長（佐藤正博） あくまでその引き上がる段階での定年

年齢に達したときに支給されるもので、例えば定年が62歳になっても、60歳で

辞めます、早めに辞めます、ということでそのあと再任用を選択する方につい

ては60歳で支給される形になります。 

○委員長（郷内良治） 佐藤正博委員。 

〇委員（佐藤正博） そうすると、とにかく希望すれば60歳で辞める時に支給

されると。そして62歳が定年になっていれば、給料が７割で62歳のときに退職

金が出ると。資料の中で、先ほど長南委員も質問していた、役所の事情でどう

しても管理職として残したいというときは管理職として残るのですが、そのと

きの勤務時間というのは週31時間なのかどうか、確認したいと思います。 

○委員長（郷内良治） 答弁、職員係長。 

〇総務課主幹兼職員係長（佐藤正博） 役職定年については、正規の一般職員

と変わりはありませんので、基本的にフルタイムで週38時間45分の勤務という

ことになります。 

○委員長（郷内良治） 暫時休憩いたします。 

     午後１時１２分 休憩 

                                    

     午後１時１３分 再開 

○委員長（郷内良治） 再開いたします。答弁、職員係長。 

〇総務課主幹兼職員係長（佐藤正博） 一般職の管理職として引き続き勤務し

ていただきますので、週38時間45分勤務していいただく形になります。 

○委員長（郷内良治） ほかにありませんか。菊地昌夫委員。 

〇委員（菊地昌夫） 確認ですけれども、先ほど退職金の話が出ました。勤続

年数によって退職金というのが変わったりする部分が出てくると思うのですけ

れども、今回、65歳定年となった場合には当然、その分の退職金は今までより
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もさらに増えるという捉え方で良いのでしょうか。 

○委員長（郷内良治） 答弁、職員係長。 

〇総務課主幹兼職員係長（佐藤正博） 勤続年数については、35年に達すると

フルの率になりますので、例えば60歳のときに勤続35年を満たしていなけれ

ば、その分、役職定年で働いた後の年数については通算されることになりま

す。35年未満の方については、働くことによって退職金の額が上がるというこ

とになります。 

○委員長（郷内良治） ほかにありませんか。熊谷克彦委員。 

〇委員（熊谷克彦） 資料その２の１ページ（２）の管理監督者について、管

理職手当支給対象ということなのですけれども、具体的に係長以上の場合と

か、職名と管理職手当の関係について、こういう方には支払われています、こ

ういう方には支払われていません、というようなことをお知らせください。 

○委員長（郷内良治） 答弁、職員係長。 

〇総務課主幹兼職員係長（佐藤正博） 管理職手当の支給対象ということです

けれども、例えば、各部の部長や会計管理者といった７級の方、次長や各課の

課長といった６級の方、それから外部の施設長、例えば保育所長や公民館長が

対象になります。 

○委員長（郷内良治） 熊谷克彦委員。 

〇委員（熊谷克彦） そうすると、課長補佐や係長の場合は被管理職になるか

と思うのですけれども、資料その２の２ページに役職定年制とあり、職名と待

遇がどうなるのか、具体的に係長は係長のままなのか、主査なのか、その辺に

ついてお知らせください。 

○委員長（郷内良治） 答弁、職員係長。 

〇総務課主幹兼職員係長（佐藤正博） 基本的に課長補佐級は４級や５級の方

になるのですけれども、その方については主幹または技術主幹という形で考え

ております。また、３級の係長などについては主査、２級、１級は主事、あま

り退職される方ではいらっしゃらないかと思うのですけれども、主事はそのま

ま主事ということで考えているところです。 

○委員長（郷内良治） ほかにありませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（郷内良治） ほかになしと認めます。これをもって質疑を終結いた

します。 

 これより議案第13号に対する討論に入ります。討論はありませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（郷内良治） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたし

ます。 

 これより議案第13号 名取市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条

例を採決いたします。 

 本案を原案のとおり決することに賛成の委員の起立を求めます。 

     〔賛成者起立〕 

○委員長（郷内良治） 起立全員であります。よって、議案第13号は原案のと

おり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第14号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条

例の整備に関する条例を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。小野寺美穂委員。 

○委員（小野寺美穂） 第２条関係から、文言の整理と、再任用職員を定年前

再任用短時間勤務職員という今回の変更に伴うもので、実態として何か変わる

ものがあるのか。例えば第５条とかで、変更になる点があるのかお伺いしま

す。 

○委員長（郷内良治） 答弁、職員係長。 

〇総務課主幹兼職員係長（佐藤正博） 基本的には大きく変わらないのですけ

れども、附則第24項において、給料の額について100分の70を乗じていただく

とするというところ、これがいわゆる給料の７割というところになりますの

で、それが大きなものと捉えております。 

○委員長（郷内良治） ほかにありませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（郷内良治） ほかになしと認めます。これをもって質疑を終結いた

します。 

 これより議案第14号に対する討論に入ります。討論はありませんか。 
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     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（郷内良治） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたし

ます。 

 これより議案第14号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係

条例の整備に関する条例を採決いたします。 

 本案を原案のとおり決することに賛成の委員の起立を求めます。 

     〔賛成者起立〕 

○委員長（郷内良治） 起立全員であります。よって、議案第14号は原案のと

おり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第16号 名取市部設置条例の一部を改正する条例を議題といたし

ます。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。熊谷克彦委員。 

○委員（熊谷克彦） 政策企画課空港対策係が建設部に変わるということで、

具体的な課の名前が分かればお知らせください。 

○委員長（郷内良治） 答弁、政策企画課長。 

○政策企画課長（山家ちとせ） 建設部の中に新たな課を設置する予定です。

今後のまちづくりを推進して具現化を図るために、都市開発課をいうものを設

置してそちらに移管する予定です。 

○委員長（郷内良治） 熊谷克彦委員。 

○委員（熊谷克彦） そうしますと、様々な事業で、基金のこととか宮城県と

交渉をする課もそちらになるのかどうか、お知らせください。 

○委員長（郷内良治） 答弁、政策企画課長。 

○政策企画課長（山家ちとせ） 空港対策に係る業務は全て移管する予定で

す。 

○委員長（郷内良治） ほかにありませんか。長南良彦委員。 

○委員（長南良彦） 今の政策企画課長の説明ですと、空港対策関係が都市開

発課に変わるということで、それ以外に何か一緒になるような改定はあるので

しょうか。 

○委員長（郷内良治） 答弁、政策企画課長。 
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○政策企画課長（山家ちとせ） 都市開発課には、現在の都市計画課の市街地

まちづくり係、それから北釜整備推進室の業務を担当する部署として設置をす

るものです。 

○委員長（郷内良治） 長南良彦委員。 

○委員（長南良彦） そうしますと、３つの係が１つの課に変わるということ

で、基本的にそこで仕事していた内容が全て人も含めてそこに集約されるとい

う形になるのでしょうか。 

○委員長（郷内良治） 答弁、政策企画課長。 

○政策企画課長（山家ちとせ） 現在、それぞれが担っている業務をそのま

ま、課をまたいで移管するということになります。 

○委員長（郷内良治） ほかにありませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（郷内良治） ほかになしと認めます。これをもって質疑を終結いた

します。 

 これより議案第16号に対する討論に入ります。討論はありませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（郷内良治） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたし

ます。 

 これより議案第16号 名取市部設置条例の一部を改正する条例を採決いたし

ます。 

 本案を原案のとおり決することに賛成の委員の起立を求めます。 

     〔賛成者起立〕 

○委員長（郷内良治） 起立全員であります。よって、議案第16号は原案のと

おり可決すべきものと決しました。 

 この際、お諮りいたします。 

 議案第13号、議案第14号、及び議案第16号の３か件に対する委員会審査報告

書の作成につきましては、委員長に御一任願いたいと思います。これに御異議

ありませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（郷内良治） 御異議なしと認めます。よって、委員会審査報告書の
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作成については、委員長に一任することに決しました。 

 以上で、付託議案の審査を終わります。 

暫時休憩いたします。 

     午後１時２４分 休憩 

                                    

     午後１時４６分 再開 

○委員長（郷内良治） 再開いたします。 

 以上で、本日の付議事件は全て終了いたしました。 

 本日の委員会はこれをもって散会いたします。 

 大変御苦労さまでした。 

     午後１時４７分 散会 

 

 令和５年３月２日  

総務消防常任委員会 

委員長 郷内 良治 

 


